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	応用
	抗原情報
	背景
	アレスチン/β-アレスチンタンパク質ファミリーのメンバーは、Gタンパク質共役受容体のアゴニストを介した脱感作に関与し、ホルモン、神経伝達物質、感覚信号などの刺激に対する細胞応答を特異的に抑制すると考えられています。アレスチンβ1は細胞質タンパク質であり、βアドレナリン受容体キナーゼ（BARK）を介したβアドレナリン受容体の脱感作における補因子として機能します。中枢神経系に加えて、末梢血白血球にも高レベルで発現していることから、BARK/β-アレスチン系は受容体を介した免疫機能の調節において重要な役割を果たすと考えられています。アレスチンβ1の異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物が報告されています。[RefSeq提供、2011年1月]
	研究分野
	MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	ホスホベータアレスチン1（Ser412）抗体を使用した、A549、MCF-7、U251、HL-60 溶解物中のホスホベータアレスチン1（Ser412）のウエスタンブロット分析。
	

	ベータアレスチン1（リン酸化Ser412）抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

